
 

科目名  生命倫理 

時間割表記名  生命倫理 

配当時期   ２年次 前期 

単位数     １単位 

時間数     １５時間（８回） 

講義担当者 

 木村眞知子 

事前学習内容 

 学習内容を確認し、個人の意見をもって授業に参加する。 

授業目標 

１．生命倫理の歴史、特徴について理解できる。 

２．現代の臨床現場に存在する倫理的問題について理解し、個人の死生観を深める。 

DP との関連     

DP１．看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として理解する。 

DP３．一人ひとりの多様な価値観や人権を尊重し、倫理観に基づいて看護を実践できる。 

授業の流れ 

回 学習内容 方法 備考 

１ 生命倫理概説(1) 

倫理学とは。倫理、法、道徳の関係。 

講義 資料配布 

２ 生命倫理概説(2) 

応用倫理の諸問題と生命倫理の登場。 

生命倫理と環境倫理のシンプルな図式 

講義 資料配布 

３ 生命倫理概説(3) 

ヒポクラテスの誓。ヘルシンキ宣言。生命倫理の原理。自律尊重。 

インフォームドコンセントの歴史と考え方。 

講義 資料配布 

４ 安楽死の問題 1 

安楽死とは。積極的安楽死と消極的安楽死。尊厳死。 

講義 資料配布 

５ 安楽死の問題 2 

安楽死をめぐる法律、ガイドライン 

講義 資料配布 

６ 脳死と臓器移植の問題 1 

脳死とは。脳死の判定基準。脳死は死か。 

講義 資料配布 

７ 脳死と臓器移植の問題 2 

臓器移植法とその問題点 

講義 資料配布 

８ 筆記試験 （45分間）   

受講上の注意 

 授業の進展状況に応じて、授業内容を変える場合がある。 

評価方法 

筆記試験 

使用するテキスト 

参考文献    ： 適宜、必要に応じて資料として配布 


